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クス(acetazolamide) 1.0 g 投与による血管
拡張負荷時の血流を同様に 15O-水 bolus 法で
撮像した。CBF, OEF 同様、正常者の平均値















qOEF-AI と各 cbOEF-AI の比較において、
回帰直線はそれぞれ y = 0.64x + 0.36，y = 
1.00x + 0.02 となり、両者とも高い相関係数を
示したが、cbOEFSS-AI は qOEF-AI を過小評
価した  (p < 0.05)。一方、cbOEFBO-AI と
qOEF-AI の間には差異がなかった (p > 0.05) 
（図 1）。 
本検討により、O-15 ガス定常法を用いた場
合、cbOEFSS-AI は qOEF-AI を過小評価する
が，α = 0.5 程度の補正を行うことで qOEF-AI
を正確に推測できると考えられた。また
H215O 静脈 1 回投与法による CBF 計測を行っ
T
図１．二種類の脳血流量(CBF)測定法を用いた酸素摂取率
(OEF)の精度比較   A: C15O2 を用いた場合、相関は良
いが過小評価の傾向があった。B: H215O を用いた場合、過
小評価なく、相関も比較的良好であった。qOEF:絶対値で
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た。この対象症例の baseline CBF と CVR (% 
change)の関係をグラフにすると図２のよう





また、貧困灌流の患者群のうち type 3 であ
った患者の割合は 56.3%であり、従来の報告
の OEF 上昇群における梗塞再発率 57.1% 
(Yamauchi et al. 1999)と非常に良く一致す
る結果であった。この 50症例の患者にうち、
type 2 の患者 16 例の予後調査を行った。対
照群として、type 1 の患者 14 例を同様に内
科 的 治 療 で follow-up し た 。 Primary 
end-point は梗塞や TIA の再発、あるいはそ
の他の疾患による死亡として比較検討した。 

































あり、同一のラットで C15O 標識 HbV を用い
て CBV、H215O を用いて CBF も計測した。
これらの平均計測値は、CBF = 54.6±3.3 
(mL/min/100g), CBV = 4.7±0.7 (mL/100g), 
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②岡沢秀彦 ５．腫瘍の分子イメージング 
3) 低酸素イメージング 遺伝子医学 MOOK９ 
「ますます広がる分子イメージング技術」
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